
●仕事の面白いところと難しいところ
　新しい知識が増え、農業に関する政策やこの国のおか
れている状況を全体から見渡せる経験ができるところが
面白いです。また、米の需給の安定という大きな目標に
向かって仲間と切磋琢磨できることにやりがいを感じま
す。難しいとこ
ろは、先の先ま
で 見 越 し て 膨
大 な 情 報 を 収
集し、個別に選
択 し、 処 理 し
な け れ ば な ら
ないことです。
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国と加西市をつなぐ農水省との人事交流 問合先／秘書課 ☎42-8701
fax43-0291 hisho@city.kasai.lg.jp

　人材育成と相互の組織の活性化を目的に、加西市では、農林水産省（以下「農水省」という）との人事交流を行って
います。昭和 63 年から始まり、これまで農水省より 10 名を受け入れ、加西市より 7 名の派遣をしています。これま
でに培った人事交流の絆は、加西市の大きな財産となり、国と加西市をつなぐ大切な架け橋となっています。現在、人
事交流を行っている二人の職員をご紹介します。

山口　藍さん　（農水省職員）
H29 年 4 月農水省に入省　生産局技術普及課に配属
H31 年 4 月より加西市へ　地域振興部農政課に配属

埴岡　大将さん　（加西市職員）
H26 年 4 月加西市役所に入庁　税務課に配属
H31 年 4 月農水省へ　穀物課水田農業対策室に配属

加西サイサイまつりで「加西の酒」を
PR する山口さん（中央）

埴岡さん（農林水産省の前で）

●農水省ではどんな仕事を
　農業の技術を現場に普及するための業務を行っていま
した。農水省は、全国の普及活動における方向性の決定
や普及指導員のレベルを維持するための試験や研修を実
施しており、私はその試験を担当していました。

●加西市ではどんな仕事を
　担当業務の 1 つとして、環境にやさしい農業に取り
組む農家さんを支援する事業があります。これは国の事
業なのですが、
国 の 事 業 が ど
のように実施さ
れ、どのように
農家さんの役に
立っているのか
を知ることがで
き、とても勉強
になります。

●職場の雰囲気は
　明るく活気があります。さすが皆さん加西市のおいし
い農産物をよく知っていて、いろいろ教わっています。

●加西市の印象は
　田園風景がすてきだと思いました。大学では、イネの
研究をしており、田んぼにいることが多かったので、田
んぼの多い加西市はとても落ち着きます。日本酒がおい
しいところもすてきなところです。

●これからの抱負を
　農業が盛んな加西市でも、後継者不足という言葉をよ
く耳にします。私と同世代の人が農業に参入しやすくな
るように、障害となるものを減らしたいと考えています。

●農水省ではどんな仕事を
　需要に応じた米生産の推進を図る部署です。平成 30
年から生産調整（減反）が廃止され、実需者が自由に生
産できる環境で、主に主食用米の米価を安定させるべく、
備蓄米、飼料用米、加工用米の生産を推進しています。

●農水省の職場の雰囲気は
　職場の人に恵まれ、大変のびのびとさせていただいて
います。業務は多いですが、チームプレーで臨むため、
自分の持てる限りの力を発揮し、がんばっています。

●東京での生活は
　大変便利です。安くておいしいお店が多いので、仕事
終わりによく行っています。

●これからの抱負を
　国を通してさまざまな人と関わり、人脈を広げたいで
す。私を介して加西市と国が繋がり、さらに連携が図れ
るようにがんばりたいです。
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北条町東高室の新たなまちづくり 問合先／都市計画課 ☎42-8753
開発推進課☎42-8755

人権ポスター入賞・入選作品を展示します 問合先／人権推進課 ☎42-8727
fax43-1380 jinken@city.kasai.lg.jp

　人権意識の高揚などのため、市内小・中・特別支援学校の児童
生徒が人権ポスターを作製しました。総数 229 点のうち、入賞

（最優秀賞・優秀賞・教育委員会賞）・入選（佳作）となった作品
10 点を、アスティアかさい 3 階ウォールギャラリーで展示しま
す。（9 月 3 日から 9 月 26 日まで）

山内莉瑚さんのポスター

●最優秀賞／山内莉瑚（北条小 5）
●優秀賞／荒瀬心愛（北条中 2）
●教育委員会賞／大野友莉（北条小 4）、西村朋香（富合小 6）、
楠田麻乃（泉小 6）
●佳作／高瀬智也（九会小 3）、岩本真優（富合小 6）、柏木愛咲

（西在田小 6）、寺尾恒（加西中 2）、柳原真琴（加西特支高等部 3）

県トラック協会と災害協定を締結 問合先／危機管理課 ☎42-8751
fax43-1800 bosai@city.kasai.lg.jp

　加西市と「一般社団法人 兵庫県トラック協会」（会長　福永 征秀）は、
「災害時における物資等の緊急輸送等に関する協定書」を 7 月２４日付け
で締結しました。
　この協定は、災害時に避難所等への物資や資機材の輸送を迅速に行うた
めに必要となる施設、車両、荷役機械と資機材等の提供や業務に必要とな
る人員の派遣をいただくことにより、少しでも早い被災者生活の安定を図
ることを目的としています。加西市では、今後も災害に備え、関係機関と
の協定締結を進めます。

福永会長（左）と西村市長（右）

　北条町東高室地区では、農業の後継者不足に悩む中で
の圃場整備事業の検討をきっかけに、住民主体で地域の
持続可能性を追求する新たなまちづくりを始めました。

　加西市では、東高室地区のまちづくりを新たなモデル
ケースとして、中野町でも商業施設と事業所を誘致する
まちづくりを始めており、今後も地域と協働によるまち
づくりに努めていきます。

　平成 29 年にまちづくり協議会を立ち上げ、その後協
議会と加西市が協働して「次世代へのまちづくり計画」
を策定し、現在はその計画に基づき地域住民が働ける工
場誘致と生活利便性の向上に資する商業施設誘致を地域
住民、加西市、民間企業の３者連携で進めています。

次世代へのまちづくり計画


